
・ 器 具 の 施 工 に は 電 気 工 事 士 の 資 格 が 必 要 で す 。 施 工 は 必 ず 工 事 店 に 依 頼 し て く だ さ い 。

保 管 用

施 工 説 明 書

取 扱 説 明 書

（ 一 般 屋 内 用 ）

３ ２ ０

３ ２ ０

ＮＮＬＫ（Ｈ）１０５７２　ＮＮＬＫ（Ｈ）１０５７２Ｊ
ＮＮＬＫ（Ｈ）１０５５７

品 番

直付・埋込兼用型本体　 ７２０タイプ、 ５７０タイプ

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ １ ０ ５ ５ ７ － Ｔ ６

昼 白 色 　 ５ ０ ０ ０ Ｋ 白 色 　 ４ ０ ０ ０ Ｋ 温 白 色 　 ３ ５ ０ ０ Ｋ 電 球 色 　 ３ ０ ０ ０ Ｋ

適 合 ス ク エ ア 光 源 タ イ プ 　 一 般 光 源 ユ ニ ッ ト 品 番

ＦＨＰ４５形 ３灯相当　　９０００ｌｍタイプ

調 光

Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＥＮ ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＥＷ ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＥＶ ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＥＬ

ＦＨＰ３２形 ４灯相当　　８０００ｌｍタイプ

ＦＨＰ３２形 ３灯相当　　６５００ｌｍタイプ

ＦＨＰ２３形 ４灯相当　　４５００ｌｍタイプ

ＦＨＰ２３形 ４灯節電　　３０００ｌｍタイプ

Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

調 光

Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

調 光

Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

調 光

調 光

ＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＥＶＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＥＷＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＥＬＮＮＬ（Ｈ）１８００ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＥＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＥＮ ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＥＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＥＷ ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＥＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＥＶ ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＥＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＥＬ

調 光

調 光

Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

調 光

Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

調 光

Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

調 光

適 合 ス ク エ ア 光 源 タ イ プ 　 グ レ ア セ ー ブ 光 源 ユ ニ ッ ト 品 番

電 球 色 　 ３ ０ ０ ０ Ｋ温 白 色 　 ３ ５ ０ ０ Ｋ白 色 　 ４ ０ ０ ０ Ｋ昼 白 色 　 ５ ０ ０ ０ Ｋ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＫＮ ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１４００ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１３００ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１８００ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６００ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１９００ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＫＷ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＫＶ

ＮＮＬ（Ｈ）１８１０ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６１０ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１９１０ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＫＮ ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＫＷ ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＫＶ ＮＮＬ（Ｈ）１６３０ＫＬ

ＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＫＬＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＫＶＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＫＷＮＮＬ（Ｈ）１８３０ＫＮ

ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＫＮ ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＫＷ ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＫＶ ＮＮＬ（Ｈ）１９３０ＫＬ

・ 下 表 の 光 源 ユ ニ ッ ト を ご 使 用 の 場 合 は 、 光 源 ユ ニ ッ ト に 同 梱 の 説 明 書 も 合 わ せ て ご 覧 く だ さ い 。
光 源 ユ ニ ッ ト 同 梱 説 明 書 確 認 項 目

・ 　 注 意

・ 使 用 上 の ご 注 意
取 扱 説 明

・ 使 用 方 法Ｐ ｉ Ｐ ｉ ｔ 調 光

・ 施 工 上 の ご 注 意施 工 説 明 施 工 説 明

・ 施 工 上 の ご 注 意Ｗ ｉ Ｌ Ｉ Ａ 無 線 調 光

取 扱 説 明
・ 使 用 上 の ご 注 意

・ 　 注 意

光 源 ユ ニ ッ ト 同 梱 説 明 書 確 認 項 目

・ 　 警 告 ・ 　 警 告

・ 　 注 意

断 熱 材 施 工

不 可

スクエア光源ユニットが破損した状態で使用しない。落下・感電・火災の原因となります。

スクエア光源ユニットを単独で使用しない。必ずパナソニック製スクエア光源タイプ専用本体と
　スクエア光源ユニットの組合せで使用する。落下・感電・火災の原因となります。

１ ０ ｃ ｍ 以 上 １ ０ ｃ ｍ 以 上

２
０

ｃ
ｍ

以
上

電 源 線 は 断 熱 材 の 上 を 通 し て く だ さ い 。

断 熱 材電 源 線

告警告警

施工は、施工説明にしたがい確実に行う。施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
本体、スクエア光源ユニットを分解、改造しない。落下・感電・火災の原因となり

表示された電源電圧（定格電圧 ６％）・周波数で使用する。指定外の電源電圧・周波数で使用すると、感電・火災の原因となります。

スクエア光源ユニットのカバーは樹脂製のため、取扱いに注意する。破損によるケガの原因となります。
　万一破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。

・ 本 照 明 器 具 は パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ス ク エ ア 光 源 タ イ プ 専 用 本 体 と ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 組 合 せ で 性 能 を 満 足 し ま す 。
・ 上 記 （ 　 ） 内 は 加 工 品 番 で す 。

・ 下 記 組 合 せ は 、 公 共 施 設 用 照 明 器 具 型 番 と な り ま す 。

ＮＮＬ１８００ＥＮ

ＮＮＬ１６００ＥＮ

ＬＳＳ１５－７－８０

ＬＳＳ１５－７－５８

ＮＮＬＫ１０５７２Ｊ

ＮＮＬＫ１０５７２Ｊ

本 体 品 番公 共 施 設 用 照 明 器 具 型 番 光 源 ユ ニ ッ ト 品 番

ＦＨＰ４５形 ４灯相当　１２０００ｌｍタイプ 調 光 ＮＮＬ（Ｈ）１１０１ＥＮ ＮＮＬ（Ｈ）１１０１ＥＷ ＮＮＬ（Ｈ）１１０１ＥＶ ＮＮＬ（Ｈ）１１０１ＥＬ

ＦＨＰ４５形 ３灯相当　　９０００ｌｍタイプ

ＦＨＰ３２形 ４灯相当　　８０００ｌｍタイプ

ＦＨＰ３２形 ３灯相当　　６５００ｌｍタイプ

ＦＨＰ２３形 ４灯相当　　４５００ｌｍタイプ

ＦＨＰ２３形 ４灯節電　　３０００ｌｍタイプ

埋込施工の場合は断熱材、防音材をかぶせて使用しない。火災の原因となります。
水平天井直付・埋込兼用ですので、壁取付はしない。落下・感電・火災の原因となります。

明 る さ タ イ プ

明 る さ タ イ プ

一体型ＬＥＤベースライト

スクエアシリーズ



－ ２ －

各 部 の な ま え と 取 付 方 法各 部 の な ま え と 取 付 方 法

座 金 ・ ナ ッ ト
（ 別 途 ）

本 体

直 付 用 ・ 取 付 ボ ル ト 位 置

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ １ ０ ５ ５ ７

埋 込 穴 ・ 取 付 ボ ル ト 位 置

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ １ ０ ５ ７ ２ （ Ｊ ）

１

本 体 の 取 付３

埋 込 穴 の 開 口 （ 埋 込 施 工 の 場 合 ）２

取 付 け 前 の 確 認

　 不 備 が あ る と 器 具 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

　 取 付 ボ ル ト は 、 Ｗ ３ ／ ８ 又 は Ｍ １ ０ を 使 用 す る 。

・ 埋 込 穴 、 取 付 ボ ル ト を 上 図 の よ う に 用 意 し て お く 。

・ 器 具 質 量 （ ７ ３ ｋ ｇ ： Ｘ Ｌ Ｘ １ １ ０ Ｄ Ｅ Ｎ Ｊ の 場 合 ）

　 に 十 分 に 耐 え る よ う 、 ボ ル ト 取 付 部 の 強 度 を 確 保 す る 。

・ ボ ル ト は 極 端 な 斜 め 出 し に な ら な い こ と 。

・ 電 源 線 ・ ア － ス 線 を 本 体 の 電 源 穴 か ら 引 き 込 ん で お く 。

本 体 の 取 付

　 不 備 が あ る と 器 具 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

埋 込 穴 の 開 口 （ 埋 込 施 工 の 場 合 ）

３

１

２

・ 調 光 信 号 線 を 本 体 の 信 号 用 穴 か ら 引 き 込 ん で お く 。

・ 内 部 配 線 を 傷 付 け な い よ う に 取 付 け る 。

（ 電 源 用 ）
端 子 台

（ 調 光 信 号 用 ）
端 子 台

　 不 備 が あ る と 器 具 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

　 （ 締 め 過 ぎ る と 器 具 ・ 天 井 材 が 変 形 ・ 破 損 す る 場 合 が あ り ま す ）

・ 本 体 を 取 付 ボ ル ト に 確 実 に 取 付 け る 。

　 （ 推 奨 ト ル ク 　 直 付 時 ： １ ５ Ｎ ・ ｍ 　 埋 込 時 ： ０ ． ８ Ｎ ・ ｍ ）

・ 器 具 内 線 を 座 金 や ナ ッ ト で 挟 み 込 ん で い な い か 確 認 す る 。

　 不 備 が あ る と 器 具 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

コ ネ ク タ

４

５

３

８

枠

枠 取 付 バ ネ

１
５

０

１ ０ ５

４ ６ ０

４ ９ ０

５
４

０

４
９

０

６
４

０

Ｘ Ｌ Ｘ １ ８ ０ Ａ Ｅ Ｎ の

　 例 で 説 明 し て い ま す

電 源 穴信 号 用 穴
電 源 穴信 号 用 穴

１ ０ ５

４ ０ ０

４
０

０

２
９

０

２
９

０

４ ６ ０

４ ０ ０

４
０

０

Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ １ ０ ５ ５ ７ Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ １ ０ ５ ７ ２ （ Ｊ ）

器 具 の 取 付 ・ 取 外 し は 手 袋 な ど 保 護 具 を 使 用 す る 。 け が の お そ れ が あ り ま す 。

調 光 信 号 線

電 源 線

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト

８

コ ネ ク タ

取 付 バ ネ

７ ９

１ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ の 場 合

・ 枠 取 付 バ ネ （ ４ ヵ 所 ） を バ ネ 受 け か ら 外 し て 、

　 枠 を 本 体 か ら 取 り 外 す 。

枠 取 付 バ ネ

バ ネ 受 け

１ ０ １ ４ ｍ ｍ

押し込む

（ 注 ） 電 源 線 接 続 後 、 余 分 な 電 源 線 は ス ク エ ア

　 　 　 光 源 ユ ニ ッ ト と の 当 た り を 防 ぐ た め

　 　 　 電 源 穴 に 押 し 込 む か 、 電 源 線 を 押 し つ け て

　 　 　 処 理 す る こ と 。

適 合 電 線 ： １ ６

（ 単 線 ） 　 ２ ０

６ ５ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

４ ５ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ １ ４ Ａ

１ ４ Ａ

明 る さ タ イ プ 容 量

８ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ １ ２ Ａ

９ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ １ １ Ａ

１ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ １ ２ Ａ

容 量明 る さ タ イ プ

・ 端 子 台 の 最 大 送 り 容 量 は 右 表 の 通 り で す 。

・ Ｄ 種 （ 第 ３ 種 ） 接 地 工 事 が 必 要 。

・ 電 源 線 、 ア ー ス 線 を 確 実 に 差 し 込 む 。

電 源 線 ・ ア ー ス 線 の 接 続４ 電 源 線 ・ ア ー ス 線 の 接 続４
・ 耐 熱 チ ュ ー ブ （ 同 梱 ） を 電 源 線 に 被 せ る 。

　 下 記 ” 耐 熱 チ ュ ー ブ の 取 付 け か た ” 参 照 。

３

１

１ ６

６

仮 吊 金 具

７

取 り 外 す

施 工 は 、 施 工 説 明 書 に し た が い 確 実 に 行 う 。 施 工 に 不 備 が あ る と 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。
ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 取 付 け ・ 取 外 し の 際 は 必 ず 電 源 を 切 る 。

付 属 品

耐 熱 チ ュ ー ブ （ ４ 本 ）
取 付 け 前 の 確 認

取 付 バ ネ

９

３

電 源 穴

信 号 用 穴

３

　 　 ・ 電 線 管 を ご 使 用 の 場 合 は 、 電 源 線 と 調 光 信 号 線 を 同 じ 管 内 に 収 納 し な い で く だ さ い 。 　

　 起 動 方 式 ” Ｌ Ａ ” の 器 具 と 組 合 せ る 際 の 結 線 に つ い て

　 　 ・ 電 源 線 は 低 圧 屋 内 配 線 工 事 、 調 光 信 号 線 は 弱 電 流 配 線 工 事 が 必 要 で す 。

　 　 ・ 調 光 信 号 線 は Ｆ Ｃ Ｐ Ｅ Ｖ 線 、 又 は Ｃ Ｐ Ｅ Ｖ 線 ０ ９ 又 は １ ２ １ ペ ア で す 。
　 　 ・ コ ン ト ロ ー ラ の 結 線 は コ ン ト ロ ー ラ の 説 明 書 を ご 確 認 く だ さ い 。

　 　 ・ 調 光 信 号 線 は 電 源 線 と 束 ね な い で く だ さ い 。 誤 動 作 の 原 因 と な り ま す 。

・ コ ネ ク タ 接 続 の 際 は 、 必 ず 電 源 を 切 っ て か ら 行 な っ て く だ さ い 。 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 故 障 ・ 短 寿 命 の 原 因 と な り ま す 。

施 工 上 の ご 注 意施 工 上 の ご 注 意

・ ス イ ッ チ を 接 地 側 に 取 付 け た 場 合 、 消 灯 後 も 薄 暗 く 発 光 す る 場 合 が あ り ま す の で 、 必 ず 非 接 地 側 （ 電 圧 側 ） に 取 付 け て く だ さ い 。
　 （ 接 地 極 の 無 い 電 源 で は 両 切 り ス イ ッ チ を お す す め し ま す 。 ）
・ Ｔ ／ Ｕ 付 ６ Ａ リ レ ー を 使 用 す る 場 合 、 照 明 器 具 の 接 続 台 数 に 制 限 が あ り ま す 。
　 詳 細 に つ い て は 、 該 当 Ｔ ／ Ｕ 付 ６ Ａ リ レ ー の カ タ ロ グ ・ 商 品 仕 様 書 を ご 参 照 く だ さ い 。
・ 当 社 適 合 コ ン ト ロ ー ラ と の 組 合 せ に よ り 、 光 出 力 を 約 １ ０ ％ １ ０ ０ ％ に 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。
　 ・ 適 合 コ ン ト ロ ー ラ 及 び 通 信 補 助 器 は 、 当 社 製 品 を ご 使 用 く だ さ い 。 使 用 方 法 、 注 意 事 項 に つ い て は 、 適 合 コ ン ト ロ ー ラ の 承 認 図
　 　 取 扱 説 明 書 、 施 工 説 明 書 を ご 確 認 く だ さ い 。

警告警告

ボ ル ト 出 し ろ

埋 込 施 工 の 場 合

直 付 施 工 の 場 合

－

１ ５ ２ ０ ｍ ｍ

ボ ル ト 引 込 し ろ

－

－ ５ － １ ２ ｍ ｍ

直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、振動の強い場所、雨水のかかる場所、風の強い場所、腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。
　落下・感電・火災の原因となります。

スクエア光源ユニットのカバーは樹脂（ポリカーボネート）製のため、直射日光の当たる場所や蛍光灯が近接する場所などの紫外線の多い場所、
　ヘキサンやアセトンなどの有機溶剤が使用される場所では使用しないでください。　カバーの劣化・破損の原因となります。

器具の取付け・取外しは手袋（手首まで覆われるもの）、長袖作業服などの保護具を使用する。けがの恐れがあります。

注意注意

周囲温度は、５ ３５ で使用してください。指定外の周囲温度で使用すると、ちらつきや短寿命の原因となります。
一般屋内でご使用の場合でも、器具周囲に硫黄成分が存在する場所では使用しないでください。

　（一部の食品や薬品、紙類には硫黄成分が含まれます。また、車の排気ガスにも硫黄成分が含まれます。）光学性能に影響を与える場合があります。



－ ３ －

枠 の 取 付 け６

　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 枠 落 下 の 原 因 と な り ま す 。 　

６

　 　 ・ 調 光 信 号 線 に 極 性 は あ り ま せ ん 。

　 　 ・ 端 子 台 （ 制 御 用 ） の 容 量 は １ ５ Ａ で す 。

　 接 続 が 不 完 全 な 場 合 や 容 量 オ ー バ ー の 場 合 、 正 常 に 調 光 で き な く な り ま す 。

・ 「 調 光 信 号 用 」 と 表 示 の あ る 端 子 台 に 接 続 す る 。
・ 調 光 信 号 線 を 確 実 に 差 し 込 み 、 固 定 す る 。

　 　 調 光 信 号 線 の 接 続５　 　 調 光 信 号 線 の 接 続５

・ 本 体 と 枠 に 表 示 し て い る ” ” の 方 向 を 合 わ せ て 枠 を 本 体 に セ ッ ト す る 。

各 部 の な ま え と 取 付 方 法 （ つ づ き ）各 部 の な ま え と 取 付 方 法 （ つ づ き ）

耐 熱 チ ュ ー ブ の 取 付 け か た

注 ） 分 岐 部 分 は 天 井 裏 に く る よ う に し て く だ さ い 。

　 電 源 送 り 配 線 を 行 う 場 合 は 、 電 源 線 ・ 送 り 線 両 方 に 取 付 け る 。
　 耐 熱 チ ュ ー ブ を 切 断 し な い 。 火 災 ・ 感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

　 耐 熱 チ ュ ー ブ は 下 記 に し た が い 確 実 に 取 付 け る 。
　 不 備 が あ る 場 合 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

・ 電 源 線 の シ ー ス 部 を 剥 く 。 （ 約 １ ５ ０ ｍ ｍ ）

　 　 ・ ア ー ス 線 （ 赤 ） へ の 取 付 け は 不 要 で す 。
注 ） ・ 根 元 ま で き っ ち り と 差 し 込 ん で く だ さ い 。

・ 同 梱 の 耐 熱 チ ュ ー ブ （ 透 明 ） を 電 源 線 （ 黒 ・ 白 ） に 被 せ る 。

１ 　 耐 熱 チ ュ ー ブ の 取 付 け

・ 分 岐 点 （ 耐 熱 チ ュ ー ブ の 被 っ て い な い 個 所 ） に

　 絶 縁 テ ー プ を 巻 き 付 け 保 護 す る 。

・ 結 線 後 、 電 源 線 を 電 源 穴 （ 天 井 裏 ） に 押 込 む 。

２ 　 分 岐 点 の 保 護

注 ） 分 岐 部 分 は 天 井 裏 に く る よ う に し て く だ さ い 。

端 子 台

本 体

天 井

分 岐 点 ・ 余 分 な 電 線 が

天 井 裏 に 戻 さ れ て い る

電 源 穴

電 源 穴
分 岐 部 分 が

器 具 内 に あ る

約 １ ５ ０

電 源 線

黒 線

白 線

耐 熱 チ ュ ー ブ （ 透 明 ）

絶 縁 テ ー プ

分 岐 点

本 体 の ” と 合 せ る

・ 本 体 の 枠 取 付 バ ネ を 下 図 を 参 照 し 、 枠 取 付 バ ネ を

　 バ ネ 受 け に 確 実 に 取 り 付 け る （ ４ ヵ 所 ） 。 枠 取 付 バ ネ が バ ネ 受 け の 爪 に
乗 り 上 げ 正 し く 取 り 付 い て い な い 。

枠 取 付 バ ネ が バ ネ 受 け の 爪 外 側 を 通 り
正 し く 取 り 付 い て い な い 。

枠 側 表 示枠 取 付 バ ネ

バ ネ 受 け

バ ネ 受 け

枠 取 付 バ ネ

　 方 向 を 間 違 え た 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト が 取 り 付 か な く な り ま す 。 　　 方 向 を 間 違 え た 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト が 取 り 付 か な く な り ま す 。 　

　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 枠 落 下 の 原 因 と な り ま す 。 　

８ コ ネ ク タ の 接 続コ ネ ク タ の 接 続
・ コ ネ ク タ を 接 続 す る 。 「 カ チ ッ 」 と 音 が す る ま で 嵌 め 込 ん で く だ さ い 。

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 取 付 け （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ 以 外 ）

・ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト を 押 上 げ な が ら 、 取 付 バ ネ を
　 枠 の 取 付 穴 に 取 り 付 け る 。
　 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト を 上 に 押 さ え 、 枠 に 取 り 付 け る 。
　

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 仮 吊 り （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ 以 外 ）７
・ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 仮 吊 側 取 付 バ ネ を 枠 の 仮 吊 側 取 付 穴 に 確 実 に 引 っ 掛 け る 。

　 取 付 け が 不 完 全 な 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 落 下 の 原 因 に な り ま す 。

９

　 取 付 け が 不 完 全 な 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 落 下 の 原 因 に な り ま す 。

コ ネ ク タ

・ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 仮 吊 金 具 を 枠 の 仮 吊 部 に 確 実 に 引 っ 掛 け る 。

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 仮 吊 り （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ ）

仮 吊 金 具

隙 間 が 広 い 箇 所 が 仮 吊 部

３
７

ｍ
ｍ

の
隙

間

９ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 取 付 け （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ ）

仮 吊 状 態 ユ ニ ッ ト を ス ラ イ ド
　 さ せ な が ら 押 上 げ て
　 枠 に バ ネ を 取 付 け る

ユ ニ ッ ト を ス ラ イ ド

　 さ せ な が ら 押 さ え て

　 枠 に 取 付 け る

ユ ニ ッ ト

を 押 す

取 付 バ ネ を 枠 に 取 付 け る
本 体

ス ク エ ア

光 源 ユ ニ ッ ト

ユ ニ ッ ト を 押 さ え て

　 枠 に 取 付 け る

ス ク エ ア

光 源 ユ ニ ッ ト

本 体

ユ ニ ッ ト を 押 上 げ る

取 付 バ ネ を 本 体 に 取 付 け る

ユ ニ ッ ト を 押 す

ユ ニ ッ ト を 押 上 げ て

　 枠 に バ ネ を 取 付 け る

仮 吊 状 態

ス ラ イ ド さ せ る

押 上 げ る

ス ラ イ ド さ せ る

　 取 付 け が 不 完 全 な 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 落 下 の 原 因 に な り ま す 。

・ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト を ス ラ イ ド さ せ な が ら
　 押 上 げ て 、 取 付 バ ネ を 枠 の バ ネ 取 付 部 に 取 り 付 け る 。
　 更 に ス ラ イ ド さ せ 上 に 押 さ え 、 枠 に 取 り 付 け る 。
　

バ ネ 取 付 部 形 状

コ ネ ク タ の 接 続コ ネ ク タ の 接 続
・ コ ネ ク タ を 接 続 す る 。 「 カ チ ッ 」 と 音 が す る ま で
　 嵌 め 込 ん で く だ さ い 。

８

７

本 体 側 表 示

枠
枠

取 り 付 け る

７
７

８

９

８

９

２ 　 分 岐 点 の 保 護

１ 　 耐 熱 チ ュ ー ブ の 取 付 け 赤 線

仮 吊 り 側

取 付 バ ネ

コ ネ ク タ

取 付 バ ネ

取 付 バ ネ の 角 を 枠 の 仮 吊 側
　 取 付 穴 の 突 起 部 に 差 し 込 む

突 起 部

取 付 バ ネ を 下 に 下 げ
　 回 転 さ せ る 。

下 に 下 げ る

取 付 バ ネ が 確 実 に 仮 吊 側
　 取 付 穴 に 取 り 付 い て い る
　 こ と を 確 認 す る 。

仮 吊 側 取 付 穴 形 状

仮 吊 側 取 付 穴

回 転 さ せ る

枠

仮 吊 側 取 付 穴 位 置

　 接 続 が 不 完 全 な 場 合 や 容 量 オ ー バ ー の 場 合 、 正 常 に 調 光 で き な く な り ま す 。

枠 の 取 付 け

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 取 付 け （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ ）

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 仮 吊 り （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ 以 外 ）
ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 仮 吊 り （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ ）

ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト の 取 付 け （ １ ２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ 以 外 ）

　 取 付 け が 不 完 全 な 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 落 下 の 原 因 に な り ま す 。
　 取 付 け が 不 完 全 な 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 落 下 の 原 因 に な り ま す 。

　 取 付 け が 不 完 全 な 場 合 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 落 下 の 原 因 に な り ま す 。

ス ク エ ア

光 源 ユ ニ ッ ト

枠

本 体

仮 吊 金 具

引 っ 掛 け る

　 不 備 が あ る 場 合 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

枠 の が 向 い 合 う
方向に取付ける枠 取 付 方 向 目 印

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｌ Ｋ １ ０ ５ ５ ７ － Ｔ ６

８ ９ ｍ ｍ

適合電線（ＦＣＰＥＶ／ＣＰＥＶ）

０ ９・ １ ２

警告警告



保 証 に つ い て
・ 保 証 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ こ の 商 品 の 保 証 期 間 は １ 年 間 で す 。 但 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ 電 源 は ３ 年 間 で す 。 詳 細 は 弊 社 カ タ ロ グ を ご 参 照 く だ さ い 。
・ 保 証 書 に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ 保 証 書 が 必 要 な 場 合 は 、 弊 社 代 理 店 ま た は 弊 社 営 業 所 へ お 申 し 出 く だ さ い 。
・ 補 修 用 性 能 部 品 の ・ ・ ・ ・ 弊 社 は こ の 照 明 器 具 の 補 修 用 性 能 部 品 （ 電 気 部 品 ） を 製 造 打 ち 切 り 後 、 ６ 年 間 保 有 し て お り ま す 。
　 保 有 期 間 　 　 　 　 　 　 　 　 補 修 用 性 能 部 品 に は 、 同 等 機 能 を 有 す る 代 替 品 を 含 み ま す 。

保 証 に つ い て

周 囲 温 度 が 高 い 場 合 、 点 灯 時 間 が 長 い 場 合 な ど は 寿 命 が 短 く な り ま す 。
１ 年 に １ 回 は 「 安 全 チ ェ ッ ク シ ー ト 」 に 基 づ き 自 主 点 検 し て く だ さ い 。 ３ 年 に １ 回 は 工 事 店 等 の 専 門 家 に よ る 点 検 を お 受 け く だ さ い 。

　 （ チ ェ ッ ク シ ー ト 番 号 ： Ｃ Ｌ Ｘ ２ ０ ２ １ Ｈ Ａ ） 　 点 検 せ ず に 長 時 間 使 い 続 け る と ま れ に 落 下 ・ 感 電 ・ 火 災 に 至 る 場 合 が あ り ま す 。

意意注
ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 交 換 や お 手 入 れ の 際 は 、 必 ず 電 源 を 切 っ て く だ さ い 。 　 感 電 の 原 因 と な り ま す 。
シ ン ナ ー 、 ベ ン ジ ン 、 ア ル カ リ 系 洗 剤 で 器 具 を 拭 か な い で く だ さ い 。 変 色 、 変 質 、 強 度 低 下 に よ る 破 損 の 原 因 と な り ま す 。

　 水 ま た は 中 性 洗 剤 を 用 い て 、 汚 れ た 部 分 を 軽 く 拭 き 取 っ て く だ さ い 。
照 明 器 具 に は 寿 命 が あ り ま す 。 設 置 し て １ ０ 年 （ １ ） 経 つ と 、 外 観 に 異 常 が な く と も 内 部 の 劣 化 は 進 行 し て い ま す 。 点 検 交 換 し て く だ さ い 。

　 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 は 寿 命 が 来 て も 、 暗 く な り ま す が 点 灯 し 続 け ま す 。 点 灯 出 来 る か ら と い っ て 継 続 し て 使 用 が 可 能 と い う わ け で は あ り ま せ ん 。
　 １ ： 使 用 条 件 は 周 囲 温 度 ３ ０ 、 １ 日 １ ０ 時 間 点 灯 で す 。

注

・ 照 射 距 離 が 近 い 時 や 照 射 面 に よ っ て は 光 ム ラ が 気 に な る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。

使 用 上 の ご 注 意

・ ご 使 用 前 に こ の 取 扱 説 明 書 を 必 ず お 読 み の う え 、 正 し く お 使 い く だ さ い 。

パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社 ラ イ テ ィ ン グ 機 器 ビ ジ ネ ス ユ ニ ッ トラ イ テ ィ ン グ 機 器 ビ ジ ネ ス ユ ニ ッ ト ５ ７ １ － ８ ６ ８ ６ 大 阪 府 門 真 市 門 真 １ ０ ４ ８

お 問 い 合 わ せ 先 　 パ ナ ソ ニ ッ ク 　 照 明 と 住 ま い の 設 備 ・ 建 材 お 客 様 ご 相 談 セ ン タ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 ０ １ ２ ０ － ８ ７ ８ － ７ ０ ９ （ フ リ ー ダ イ ヤ ル ） 　 ０ １ ２ ０ － ８ ７ ２ － ４ ６ ０ （ Ｆ Ａ Ｘ ） Ｍ Ｎ ０ ７ １ ７ － ０ ６ １ ２ １ ９３ ２ ０

　 　 　 同 一 器 具 ま た は 同 一 品 番 で 点 灯 お よ び 消 灯 時 の フ ェ ー ド の し か た が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。
　 　 　 低 い 調 光 域 で は 段 調 光 の よ う に 動 作 す る 場 合 が あ り ま す 。

　 　 　 調 光 し た 状 態 で コ ン ト ロ ー ラ の 点 滅 ス イ ッ チ を す ば や く 操 作 し た 場 合 、 １ ０ ０ ％ 点 灯 し て か ら 設 定 の 調 光 状 態 に な る 場 合 が あ り ま す 。
　 　 　 適 合 コ ン ト ロ ー ラ 側 の ス イ ッ チ で 消 灯 し た 場 合 、 消 灯 後 も ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト が 薄 暗 く 発 光 す る 場 合 が あ り ま す 。

定 格

・ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト に 同 梱 の 説 明 書 を 参 照 し て く だ さ い 。

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 の 光 源 寿 命 （ ２ ） は 、 ４ ０ ， ０ ０ ０ 時 間 で す 。 （ 照 明 器 具 の 寿 命 と は 異 な り ま す 。 ）
２ ： 光 源 の 寿 命 は 、 点 灯 し な く な る ま で の 総 点 灯 時 間 ま た は 、 全 光 束 が 点 灯 初 期 の ８ ５ ％ に 下 が る ま で の 総 点 灯 時 間 の い ず れ か 短 い 時 間 を 推 定 し た も の で す 。

警告警告
必ずパナソニック製スクエア光源タイプ専用本体とスクエア光源ユニットの組合せで使用する。　落下・感電・火災の原因となります。

スクエア光源ユニットを取外す場合は、必ず電源を切る。感電の原因となります。

本体、スクエア光源ユニットを分解、改造しない。　落下・感電・火災の原因となります。
スクエア光源ユニットのカバーは樹脂製のため、取扱いに注意する。破損によるケガの原因となります。万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。
スクエア光源ユニットが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。
万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。

お 手 入 れお 手 入 れ

・ 器 具 の 清 掃 に つ い て

　 水 ま た は 中 性 洗 剤 を 用 い て 汚 れ た 部 分 を 軽 く 拭 き 取 っ て く だ さ い 。

　 シ ン ナ ー 、 ベ ン ジ ン 、 ア ル カ リ 系 洗 剤 で 拭 か な い で く だ さ い 。

　 変 色 ・ 変 質 、 強 度 低 下 に よ る 破 損 の 原 因 と な り ま す 。

カバー破損のおそれあり。
　スクエア光源ユニットのカバーは樹脂製です。取扱いに注意してください。

感電のおそれあり。
　お手入れ時は、必ず電源を切ってください。

やけどのおそれあり。
　点灯中や消灯直後はスクエア光源ユニットやその周辺をさわらないこと。

・ 光 源 と し て 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ を 使 用 し て い ま す 。 光 源 部 （ ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト ） を 長 時 間 直 視 し な い で く だ さ い 。
・ ラ ジ オ 、 テ レ ビ や 赤 外 線 リ モ コ ン 方 式 の 機 器 は 照 明 器 具 か ら 離 し て ご 使 用 く だ さ い 。 雑 音 が 入 っ た り 、 正 常 に 動 作 し な い 場 合 が あ り ま す 。
・ 同 時 通 訳 機 等 の 誘 導 無 線 を ご 使 用 に な ら れ る 場 合 、 雑 音 が 入 る 場 合 が あ り ま す 。 事 前 に 確 認 し 、 対 策 を 講 じ て く だ さ い 。
・ 周 囲 温 度 が 高 い 場 合 ・ 点 灯 時 間 が 長 い 場 合 な ど は 寿 命 が 短 く な り ま す 。
・ Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に バ ラ ツ キ が あ る た め 、 ス ク エ ア 光 源 ユ ニ ッ ト 内 の Ｌ Ｅ Ｄ 個 、 及 び 同 一 品 番 で 発 光 色 ・ 明 る さ が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。
・ 電 源 電 圧 変 動 な ど の 影 響 に よ り 瞬 間 的 に 明 る く な っ た り 暗 く な っ た り す る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。
・ 点 灯 直 後 ・ 消 灯 直 後 や エ ア コ ン の 吹 き 出 し に よ り プ ラ ス チ ッ ク の 伸 縮 に よ る き し み 音 が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す が 、 故 障 や 異 常 で は あ り ま せ ん 。
　 静 か な 環 境 や 密 集 取 付 で の ご 使 用 の 場 合 、 き し み 音 が 気 に な る 場 合 が あ り ま す 。 予 め ご 了 承 く だ さ い 。

警
告
警
告

・ 光 出 力 比 （ ％ ） と 目 で 感 じ る 明 る さ 感 に は 相 違 が あ り ま す 。
・ コ ン ト ロ ー ラ と 組 合 せ て 使 用 し た 場 合 、 下 記 の よ う な 状 態 が あ り ま す が 異 常 で は あ り ま せ ん 。


